
学力調査結果の概要
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〇国語について

言葉の特徴や使い方に関する事項で成果が見られたほか、表現の効果を考えて描写する問題、目的や場面に応じて伝え合う内容を検討する問題でも一定の成果
が出ている。
また、『話合いを受けてどのような意見を述べるか、自分の考えを書く』問題や、『書いた文章について、交流を基にして、「この文章のよい点や改善点」と
「今後随筆を書くときに生かしたいこと」を書く』問題では、全国平均を大きく上回った。

〇数学について

基本的な知識・技能を問う問題で成果が見られたほか、筋道を立てて考えたり、数学的に考え説明したりする問題でも一定の成果が出ている。
また、問いに対して「統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明することができる」ことが見受けられ、単に回答するのみでなく、問題
を理解し表現することができていると考えられる。

〇英語について

目的や場面に応じて、必要な情報を聞き取ったり、読み取る問題に成果が見られたほか、まとまりのある文章を書く問題にも一定の成果が出ている。記述問題
に対しても、粘り強く回答しようとする姿がみられ、無回答率が０％となっている。また、日常的な話題に対して自分の考えをしっかりと回答することができ
た。

令和８年度全国学力・学習状況調査の結果について

令和８年９月１８日枚方市立第二中学校

文部科学省が今年４月に実施した、令和８年度全国学力・学習状況調査の結果について、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。

結果によると、生徒の生活習慣と学力には相関関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。



国語において成果があった設問
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【成果が見られた設問】

「ら抜き言葉」であるものを選択する。

考察
本校の正答率が93.5％であるのに対し、
大阪府正答率が82.4％、全国が85.4％と、
上回る結果となった。この結果から、本校の
生徒が動詞の活用・「可能」の助動詞につ
いて理解ができており、文法の学習を繰り
返してきたことで定着しているものと考えら
れる。

書いた文章について、交流を基にして、
「この文章の良い点や改善点」と「今後
随筆を書くときにいかしたいこと」を書く。

考察
本校の正答率が60.9％で、正答率
が高くはない設問においても、大阪
府正答率が40.8％、全国が
45.0％と、上回る結果となった。普
段の授業において、自身の考えを書
いた文章をもとに他者と交流し推敲
してきた効果と考えられる。

【石井さんが書いた随筆】を読
んだ上で、その随筆について交
流した【交流場面②】をもとに、
表現の工夫とその効果について、助
言からよい点や改善点を見出さね
ばならなかった。 【メモ①】の書
き方を参考にできるものの、解
答者自身がどのように生かすか
まで考える、思考判断表現の問
題である。

２を「ら抜き言葉」として選択する。
上一段活用の「起きる」には可能の助
動詞「られる」がつくはずであった。
「行く」などの五段動詞の未然形には
「れる」がつき、「行かれる」となる
が、可能動詞「行ける」も同意になる
ため、それらとの見分けが肝心。他の
選択肢がラ行下一段動詞「折れる」
「売れる」「生まれる」だったので、
比較的解きやすい問題である。
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数学において成果があった設問
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【成果が見られた設問】

平行線になるための条件

図形の性質を考察する場面において

必要となる、筋道を立てて考えること、２

直線が平行なるための条件を理解して

いることができるかどうかをみる問題で

ある。

考察

基本的な問題であり、図形の証明問題では筋道を立てて考えていく場面で頻出
の問題である。
本校の正答率が73.9%で全国正答率の49.1%を24.8ポイント上回る結果と
なった。
これは普段の授業から、根拠を持って問題を考えていくこと、また、その確認を丁
寧に指導してきた成果であると考えることができる。

筋道を立てて証明し、図形を考察すること

図形の性質を考察する場面において、

筋道を立てて考え、証明することができ

るかどうかをみる問題である。

考察

ある事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて説明する問題であり、説明す
る際には、成り立つ事柄とそれぞれの根拠を記述する必要がある問題である。
本校の正答率が76.1%で全国正答率の46.1%を30ポイント上回り、また、本
校の無回答率の6.5%は全国無回答率の22.2%を15.7ポイント下回る結果と
なった。
これは、記述式の問題に対しても、「粘り強く」取り組む本校の生徒の姿勢が強く
反映された結果であると共に、根拠を考えて説明することの大切さを日々の授業
で説いていることが表れた結果であると考えられる。
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英語において成果があった設問

6

【成果が見られた設問】

目的に応じて、必要な情報を読み取る

複数の情報が含まれてるまとまりのあ

る内容を読み、書かれていることの全て

ではなく、読み手として目的に応じて知り

たいことやほしい情報を読み取る問題で

あり、問題７では、日常的な話題につい

て、目的に応じて、必要な情報を読み取

ることができるかどうかを把握するため

に、誕生日パーティーに関するメールを

読み、最も適切な時刻を選択する問題

である。

考察

本校の正答率が85.4％であるのに対し、大阪府正答率が69.7％、全国が
72.4％と、大きく上回る結果となった。
この結果から、本校の生徒がメールなどの日常的な文章から必要な情報を素早く
読み取る力が定着していると考えられる。

まとまりのある文章を書く 考察

自由記述の問題であり、多くの生徒が苦手とされるタイプの問題であるが、本校
の正答率は72％と高く、大阪府と比べて29.4％、全国とでは28％以上高く上
回った。
この結果から、本校の生徒が単純な単語補完にとどまらず、自分の考えやまとま
りのある文章を英語で組み立てて書く活用力が身についていると考えられる。

文と文の順序や相互の関連に注意を払

い、全体として一貫性のある文章を書く

問題であり、問題１３では、日常的な話

題について、事実や自分の考え、気持ち

などを整理し、まとまりのある文章を書く

ことができるかどうかを把握するために、

留学生との交流会で一緒にしたいこと

を１つ取り上げ、その理由を書く問題で

ある。
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質問紙調査の結果
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※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当てはまらない」を示しています。

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

【成果が見られた項目】
質問内容：自分には、よいところがあると思いますか
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4.5

本校

枚方市

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

（考察）

「当てはまる」と回答した生徒の割合が全国・枚方市と比
べて高いことがわかりました。これは、生徒たちが自己有
用感を感じながら、生活を送ることができているというこ
とを示しています。

質問内容：あなたの学級では、人と違う意見を言っても否定されないと思いますか
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35.3
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2.1
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本校

枚方市

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらともいえない どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

（考察）

全国および枚方市と比較すると、「当てはまる」「どちらか
といえば当てはまる」と回答した生徒の割合は下回って
います。改善策として、日々の授業や学級活動において、
多様な意見を安心して伝え合える雰囲気づくりを進める
とともに、協働学習などの場面で相互理解を促進し、生
徒同士のつながりを深めていくことが必要であると考え
られます。

枚方市立 第二中 学校



質問紙調査の結果
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※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当てはまらない」を示しています。

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

【成果が見られた項目】

質問内容：１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資
料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか
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29.2
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42.9
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4.6
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1.3
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本校

枚方市

全国

発表していた どちらかといえば、発表していた どちらかといえば、発表していなかった 発表していなかった 考えを発表する機会はなかった

（単位：%／本校・枚方市はグラフを右クリック→「データの編集」で入力すると自動反映されます）

（考察）

「発表していた」と回答した生徒の割合が全国、枚方市
と比べて１０％以上高く、「発表する機会はなかった」と回
答した生徒はいませんでした。本結果から、本校が教育
活動の中で発表の機会を意識的に設定し、取り組みを
積み重ねてきたことと、安心して自分の考えを発表できる
環境を醸成してきたことが本結果に結び付いたと考えら
れます。

質問内容：学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすること
ができていますか

53.5

42.4

39.6

41.0

46.0

47.4

4.9

7.9

9.1

2.3

2.3

0.7

1

1.1

本校

枚方市

全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 学級の生徒との間で話し合う活動を行っていない

（単位：%／本校・枚方市はグラフを右クリック→「データの編集」で入力すると自動反映されます）

（考察）

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」という肯定
的回答がを９０％以上を占めていることから、生徒たちが
協働学習の中で自分の考えを深めたり、新たな考え方に
触れたりすることができると実感しています。本結果から、
生徒たちが学習活動において、多様な他者との協働学
習の良さ・価値を見出していることを示していると考えら
れます。
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分析結果を踏まえて取り組んでいくこと
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（１）授業改善について

本校の生徒は、基礎的・基本的な知識や技能がおおむね定着しており、
基本的な問題では全国平均と同程度、またはそれを上回る結果が見ら
れました。また、思考力・判断力・表現力が求められる記述式の問題にお
いても成果が見られています。これらの結果から、生徒は答えを導くだけ
でなく、その理由や根拠を自分の言葉で説明する力を身につけつつある
と考えられます。
一方で、自ら課題を見いだして解決方法を考える問題については、さら
なる力の向上が求められます。変化の激しい社会においては、単に知識
を身につけるだけではなく、習得した知識や技能を活用しながら課題解
決につなげていく力が一層重要となっています。総合的な学習の時間を
中心に、今後も授業において、課題解決型学習や自分の考えを深めたり
広げたりすることのできる課題を積極的に取り入れ、身につけた知識を
活用する力の向上に努めていきます。
また、「なぜその答えになったのか」を他者に説明する活動や、根拠を
明確にして考えを表現する場面を充実させることで、自分の意見や考え
を相手に分かりやすく伝える力の育成にも引き続き取り組んでいきます。
さらに、協働的な学びの機会を充実させることで、多様な考え方に触れ
ながら自らの考えを見直し、よりよい考えを形成する力を育んでいきます。
あわせて、生徒一人ひとりが主体的に学習に取り組み、自ら学びを調整
しながら成長していけるよう、学習の振り返りや自己評価の活動につい
ても充実を図っていきます。

（２）家庭学習について

家庭学習については、質問紙調査の結果から、１日当たりの勉強時間に
関して比較的長いという傾向が見られました。これらの結果は、二中に通
う生徒のみなさんが主体的に学習する機会を積み重ねてきた成果だと
考えられます。今後についても、学校で学習したことを家庭学習にもつな
げていけるような、シームレスな学びを展開していきます。一人一台の
ICT端末を活用し、授業での学習を家庭でも深めていけるような課題の
作成に取り組みます。

枚方市立 第二中 学校

質問内容：総合的な学習の発表では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動
に取り組んでいますか
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32.4

47.2

50.5

48.4

6.9

11.2

14.9

0.7

2.7

3.7

1本校

枚方市

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

質問内容：学校の授業以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で
勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）
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11.5

2.1

9.2

6.9

本校

枚方市

全国

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない 30分以上、1時間より少ない 30分より少ない 全くしない
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